
セネガ、ノレの砂漠化と緑化

吉本 衛

セネガノレ共和国 Republiquedu S白昼gal 面積 19.7km'， 人口 600万人， 首都

ダカーノレ Dakar，1960年フランスから独立 はアフリカ大陸の最西端，北緯12021'

~16032' にある小国である。サハラ砂漠の南方，いわゆるサヘノレ地帯にあるので，向

地帯の他の諸国と同様に，砂漠化の脅威にさらされ，国土緑化が重要な課題となって

いる。筆者はこの 5月にこれに関連した仕事で同国を訪れた。 このときの短期間の

滞在中に得た見聞と資料にもとづいて， この問題のあらましを述べてみることにす

る。

森林衰退の規模とその要因

セネカソレの森林資源は近年，驚くべき速さで減少しつづけている。同国政府の資料

によると，最近 5年間に平均毎年 10万 haの率で森林の消失が起っている上に，毎年

20~25 万 ha の森林やサバンナで樹木の減少が生じている 。 このような森林の衰退は

砂漠化の過程と受けとめられている。
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図-1 年降水量の分布(a)と近年の変動(b)
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その要因には，人為と自然のふたつがあると考えられる。

自然的要因は近年頻発している干ばつである。セネカツレ各地の年降水量の近年の変

遷を見ると，図-1のように，各地で数年に 1度の割合で、干ばつが起っており，降水量

の少い北の地方ほど干ばつの頻度が高い傾向が見受けられる。しかも，各地の年降水

量はここ 20年来，全体に減少気味で， この国は乾燥化の過程に入っているのではな

L 、かとさえ思えるほどである。この干ばつによって，北の国境のセネカソレ川沖積地の

河畔林から，南の国境のカザマンス川の河口のマングロープまで，森林でもサパンナ

でも，多数の枯損木を生じた模様で、ある。

自然、的要因よりも，なお問題なのは人為的要因である。開拓による森林の消失だけ

で毎年5万 haに達し， 過伐による変化は毎年2万 haに及ぶ。さらに林野火災の被

害も大きく，ダム建設など開発に伴う被害もある。

このような人為による森林衰退の基底にあるのは， この国の急速な人口増加であ

る。人口増加率は年 2.9%という高率で，これは出生率の高さにもとづいている。国

民の 70%がイスラム教徒で， 子沢山を幸福とする社会環境では， この率が低下する

見込みはなさそうである。人口増加が続けば，食糧は不足し，労働力は余る。セネガ

ノレは農業国でありながら食糧輸入国で，わが国などから米などの食糧援助を受けてい

る。一方，ダカーノレなどの都市に失業者があふれでいる現状では，第2次・次3次産

業に増えた労働力を受け入れる余地はなく，第 l次産業が受け入れるほかはない。食

糧増産と労働力吸収のため，農地の鉱大は当然、の政策となる。その犠牲になるのは森

林である。また，人口増加に伴い，日常生活に必要なエネルギーの需要も増大する。

産油国でないため， この国の必要エネルギーの 60%が木質エネノレギーである。 日常

生活のエネルギーは都市で60%，農村で95%が木質エネルギーである。都市では主

に木炭，農村では薪と木炭の両方が用いられており，木材消費の 80%はこれらの薪炭

で占められるとされている。毎日の炊事に欠かせない薪炭は食糧と向じ重要性を持つ

ので，この増産のため森林の増伐は当面避けることができない。

このような構造的ともいえる要因によって，この国の森林は衰退を続けているので

ある。

森林資源の偏在
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万 haのように土地利用の特定され 図-2 主な森林の分布
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た森林が約 600万haある。その分布は図ー2に示したように偏在している。

この国の各種の植生で樹木の存在する土地の面積は国土の 65%，1，300万 haで，

その保有する蓄積の総計が 139百万 m8と推定されている。 これらの植生の概要は次

のとおりである。

低木ないし小高木の存在するステップは，267万haあり， 北部(図ー1のIVとV)

に広がっている。その蓄積は 0.1"，1m3jhaに過ぎず， 木材生産上の重要性は乏し

いが，混牧林として重要で、あり， アラピヤゴムの生産林もある。主な樹種は Acacia

Senegalほか Acaciaspp.である。

高木の多いサバンナの広がりは 1，095万haに及び，主に東部(図 1の咽)に分布

し， 15"，60 m8jhaの蓄積をもち， この国の木材生産の大宗を占める植生である。特

に薪炭材や雑用材の生産地として東南部が重要である。主な樹種は Combretumspp. 

- Acacia spp.である。

密度の高い森林はマングロープを除けば 6万haに過ぎず， 主として南部(図ー1

のlXと X)に分布している。 100"'120m3jhaの蓄積をもち， 用材生産も可能な植生

である。主な樹種は Khayasenegalensis， Afzelia africana， Chlorothora regia， 

Daniellia ogeaなどである。

マングロープはカザマンス川やサルーム川などの大河の河口 (図-1のVIとlXの西

端)に分布し， 17万 haほどあって 10"，40m3jhaの蓄積をもっている。木材生産

よりも保護に努力が払われている。主な樹種は Rhizothora racemosa， Avicennia 

africanaなどである。

これらの植生は降水量に対応して，北から南へ順次帯状に分布しており，国土の中

央西部(図 1のII，m， VI， vnと， IVの西部)は気候的には東部と同様に高木の多い
サバンナが分布するはずであるが，現実には樹木がきわめて少い。この地域は 「落花

生盆地JBassin de l' Arachideと呼ばれ， 落花生の一大生産地である。セネガノレに

は1840年にフランスから落花生の種子がもたらされたが， 唯一の換金作物として，

その栽培は急速に広がり，今世紀初頭には既にこの地域の西半分が栽培地帯となり，

その後も東へ東へと膨張しつづけている。 1982年には作付面積は 100万 haを越え，

生産量は 100万トン以上で，その加工品の輸出額は全輸出額の 4分の l近くにまでな

った。この拡大はこの地域の土壌が砂質であって落花生栽培に適していたことと，植

民地時代から独立後まで一貫して政府がその増産のために最大の努力を払ったことに

よっている。この拡大の犠牲になったのが森林であった。落花生栽培を拡げた 2大部

族のうち，南のセレーノレ族 Serさrは Acaciaalbidaを伴うアグロフォレストリーを

実行していたので多少の緑が残されたが，北のウォロフ族 Wo1ofは樹木の保存に無

関心で，その結果，耕地の生産力が低下し，薪炭材が不足してくると他へ新な開拓に

移ったため，緑が失われていったとL、う。開拓に伴い，火災も頻発し，多くの森林が

消失した。現在では岩屑土やヴァーティソノレなどの落花生栽培に不適な土壌の分布地

に僅かの森林が残されるだけとなった。

このような 1世紀以上にわたる森林破療の歴史のあとが落花生盆地に見られるので
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写真-1 1"木炭と森林」の理解

を訴えるポスター

ある。

薪炭材の需要と資源

政府の資料によると， 1982年の全国の薪炭材

需要は 410万m8で， これに対して全国の薪炭

林の生長量は 716万 m3である。 この数字から

は，まだ充分な余裕があるよ うに見える。しか

し，同年度の別の資料による と，薪炭材の需要

は507万m8で，生長量が 716万 m8あっても，

そのうち利用可能なのは267万 m8に過ぎず，

差引き240万m8の過伐になってお り，21世紀

初頭には資源は澗渇するとL、う 。

同じ政府資料で， 国民 l人当りの薪炭材消費

量は年 1.6 m8と推定されているが， この数字

からは全国の薪炭材需要量は年 960万m8にな

る。ちなみに， この問題に関するポスター(写

真 1) には「森林 1ha→木材 14，000kg→木炭 1，400kg→ダカーノレの 10人家族 1世

帯の年間消費」となっていて，これら l人当りの製炭資材の材積を推定すると， 1. 86 

m8となり， 人口80万のダカ ーノレだけで 149万 mSの木材を消費している勘定にな

る。

この国では，政府が地方別木材生産割合量を毎年決定し，これによ って生産が行わ

れることになっている。さきの政府資料で1982年の薪炭材生産量は 104万mS，1983 

年の薪炭材生産割当量は 130万 m8となっていて， 消費量と大きくかけはなれてい

る。 木材生産が規制されているとはし、うものの，人口稀薄な地方で割当以外の生産が

行われている ことを政府も認めている。

このように薪炭材の需給の実態把握は困難であるが， いずれにせよ，この国の薪炭

需要が園内の木材資源に対して負担となっており，林力増強が急務であることは確か

表-1 地方別の薪炭材需要量と薪炭林の生長量

(千m3)

土色 方 薪炭材需要量 生長量

1+立+m 965 49 

W 365 159.5 

V 560 272 

VI+vn 862 296.5 

vm 367 3，823 

IX+X 979 2，561 

(地方の IrvXは図-1参照)
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であろう。

ところで，地方別にみると，表ー1のように，多くの地方で薪炭材の需要は薪炭林の

生長量を上まわっているが，その差は地方によって大きく違っている。もちろん，地

方の薪炭需要をその地方の薪炭材ですべてまかなうわけではない。大消費地の首都へ

は500kmの距離を東部から木炭が運ばれてくる。この木炭の価格は kg当り 30セー

ファフラン (F.CFA今0.5円)に統制されているが，輸送費も考えると妥当な価格は

110 F. CFA/kgと見られており， 政府は漸次これに近づけたい意向を示している。

樹木の少い地方の農村でも，手に入る限り薪は住居付近で得ょうとしている。生立木

の伐採は厳禁されているので，枯木や落枝を探すのである。これは主に子供の仕事の

ようで，枯枝の束を頭にのせ家絡につく子供達の姿を見かけることが多い。近年その

採集地が遠くなる一方であるという。

森林衰退の影響と対策

1地方の森林の衰退が単に薪炭の供給不足を意味するにとどまるなら，その不足分

を他地方からの移入で補える限り，問題はなし、。その他の林産物でも同様である。し

かし，森林には林産物の生産機能だけで、なく，他の重要な機能がある。それは環境保

全機能で，他から移入はできなし、。その中でも，ここでは国土の自然条件から特に土

壊保全機能が重視される。

この国の気候は典型的な乾期をもっ熱帯気候である。北では9月， 南では 10月に

雨期が終り長い乾期に入る。農作物は収穫され，自然の草木植生はすべて枯れ，大地

を覆う緑はなくなる。北で7月か8月，南で6月になるまで，雨らしい雨はなく，サ

ハラ砂漠の方から熱い貿易風 harmattanが吹きつける。これを遮る山岳はなく，国

土の大部分は 100m以下の平原である。 この平原の地質は砂層または砂岩の分布が

広く，これに由来する土壌は砂土で，乾期には 1m以上の深さまでほとんど完全に乾

ききっている。この土壌の上を強風が吹き渡ると，土壌粒子は飛ばされて行く。森林

は風速を減殺して， この風蝕をおさえている。森林が消失すれば， 風蝕は激しくな

る。表層土が削制されると，農業も牧畜もその基盤を失う。これが森林衰退の影響で

あり，砂漠化の過程である。これは単なるシナリオではなく，現実に多くの土地で起

り始めている。北部の貧弱なアカシアの点在するステップで，ゆるやかな波状地形の

凸部がどれでも凹部より際立って赤っぽく見えるのが続く所がある。この赤味を帯び

ているのは下層土の色で，風当りの強い凸部の表層土が既に風蝕で失われたことを示

すものと思われる。砂漠化の徴候は自に見えているのである。

この砂漠化の進行を阻止するには森林の復元以外になし、。薪炭林造成を主とした

総合的な対策が早急に取られなければならない。政府もこれを充分認識していて，

これに対応する政策を取り上げている。林野行政の担当部局はこれまで自然保護省

Ministere de la Protection de la Natureに属する水・森林・狩猟局 Direction

des Eaux， Forets et Chassesであったが，政府は今春，機構改革を行い，同省に新

に土壌保全・造林局 Directionde la Conservation des Sol et du Reboisementを
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写真市2 r植樹をしました

設置した。この名称に政府の認識と意欲がうかがわ

れるが，予算的制約のためか，地方機関はまだ従前

通りである。政府の経済社会開発第 7次計画(1985/

7"-'1990/6)は林業部門での目標樹立の基礎として，

「砂漠化の脅威」と 「林産物需要の増大」を挙げ，

次の 5目標を示している。

① 砂漠化に対する戦い

②生態系の保全管理と林野火災の予防

③ 森林地域の整備

④ 地方団体林業及び住民造林活動の発展

⑤ 木材代替植物エネノレギーの開発

これらの目標は各種のプロジェクトに具体化さ

れ，実施の運びとなるが，その実現には種々の制約

がある。その最大のものは資金不足である。戦後に

か」と呼びかける 独立した非産油国の共通の悩みをこの国も共有して

ポスター いる。どんなプロジェクトも先進国や国際機関の援

助がなければ絵にかL、た餅となる。財政にゆとりがあれば人材の確保も養成もできょ

うが，現状では造林事業を推進する有能な人材が不足している。また，国民の大部分

は森林・林業に全く無関心である。政府は「植樹の日」を創設して国民に呼びかけて

いるが，どれだけ診透しているか疑問である。このような種々の制約を排除して行か

ねばならないので，前途はなお多難であろう。

今後の造林と国際協力

現在まで多くの造林プロジェクトが実施され， 1985年までtこ造林面積26，500haを

達成したが，この中には成林しなかったものもある。独立前から始まったカプヴェー

ノレ州からサンノレイ州までの 180kmの海岸砂丘の Casuarinaequisetifoliaの造林は

成功を収め，今ではこの海岸林は観光名所になっている。以前には Tectonagra抑dis

や Gmelinaarboreaなどの造林が南部で行われてきたが，近年の造林は 「落花生盆

地」での薪炭林造成に重点がおかれている。この盆地の西端のパンディア森林 Foret

ClassるdeBandiaで1980年から大規模薪炭林造成プロジェクトが実施されたが，

Eucalyρtus camaldulensisを主とする造林地の成績は予期した程でなく， 1985年に

打切られた。政府は今後住民の理解と協力を得て， 5ha程度の小面積の薪炭林を多

数造成することとし，当面は国営苦畑で生産した苗木を希望する村に無償配布し，村

民は植付・保育を行い，その収穫を得るという方式で実施し，将来は苗木の配布を有

償にし，村営苗畑の開設を指導するなどして，完全な民営林業，またはアグロフォレ

ストリを発展させようとLづ方針である。この方式による造林は欧米諸国の海外援助

団体や FAOなどの国際機関の協力を得て既に各地で実行され，かなりの成果を収め

ている。 1985年にテイエス州の苗畑で 15の村の造林に必要な苗木を養成したとこ
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ろ，造林希望の村は 25もあった。この方式による造林は広範囲に普及する可能性が

大きいと見られている。

1985年の先進国首脳会議(ボン ・サミ ット)での決議などから，わが国もおくれば

せながら，砂漠化防止の国際協力を始めようとしている。その最初が「セネカソレ緑の

推進協力プロジェクト」で， 青年海外協力隊員約 10名と専門家 l名からなるチーム

を派遣して，テイエス州一円の「住民の森JBois de Village造成に協力しようとす

るものである。その内容は同州の国営苗畑を拠点とした苗木生産の支援，造林技術の

指導， 住民に対する啓蒙， アグロフォレストリーの普及，村営苗畑造成の支援など

で，供与機材 1千万円，携行機材2千万円の予算で6年間継続し，成果が大きければ

規模拡大や期間延長があるとされている。

なお，年間2名づつのセネカソレ倶uカウンターパートの日本での研修受入れも予定さ

れている。ささやかな規模ではあるが，わが国として最初の砂漠化防止の国際協力の

第 1歩を踏み出す意義は大きい。セネカツレの緑化は単にセネガノレ 1国の問題でなく，

地球的規模での人類の未来にかかわる問題であり，この認識の上に立てば，わが国を

含め，先進諸国の協力は今後さらに拡大される必要があろう。

~海外情報

-コスタリカで 「アグロフ ォレストリー」 の第三国研修を実施

中米 ・カリプ海沿岸諸国を対象とした林業技術協力に関する課題設定にあたり，周

辺各国の林業の実態と社会的情況を調査した結果，当分，わが国ではコスタリカに設

置されている国際研究機関である中米熱帯農業研究研修センタ ー (CATIE)の施設を

利用し，アグロフォレストリ ーに関する第三国研修を行なうことが決定された。

CATIEは米州機構農業科学研究所 (IICA)のトレーニングセンターとして，これ

まで45年近い歴史をもっているが， 1983年に IICAとコスタリカ政府間で今後20年

間の土地契約が行われ，併せて機構改革も実施された。運営資金は中米6か国からの

加盟分担金のほか各国からのファンド，生産農場からのコ ーヒー，ココアなどの売上

金等で賄われている。元来，当機関は中米 ・カリプ海地方の農業問題を解決するため

の研究や技術指導を目的として設立されたため， コスタリカが有する乾燥熱帯から湿

潤熱帯，さらに亜熱帯など変化に富んだ土地利用によるアグロフォレストリーの実績

を数多く持っている。

61年度の研修は昭和62年3月2日から 3月21日までの3週間に当該地域の 25か

国より 25人を募集し， iアグロフォレストリーの実施」をテーマとしている。また 62

年度は昭和62年6月下旬より 3か月間「アグロフォレストリ ー・ システムに関する

現職者研修」と題して，将来，アグロフォレストリ ーについての研究と教育に携わる

人達を対象に大学院レベルで15名を募集して実施するものである。〈内村悦三)

20 熱帯林業 No.8(1987) 
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